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マイノリティとマジョリティのはざまで（１） 

日本人／外国人としての自分 

 
０．お詫び 
１．概要 
 ① 「国際児」とは 
 ② もうひとつの「２００７年問題」 
２．自己紹介とライフストーリー 
① 自己紹介の受難 

a） 「名前」を発するまでによぎること 
b） 妥協案 
c） 自称とステレオタイプ 

② マジメに自己紹介 
③ ダイジェスト自分史 

a） 出生～幼稚園～小学校 
b） 中学・高校 
c） 大学 

３．現在の活動 
川崎市 ふれあい館 DAGATクラブ 

４．日々の営みの中で 
① 「ハーフ」・「ダブル」との闘い 
   a）「語っ」てください、と言われて 

b）「ロールモデル」と言われて 
 ② 「あやしい」者でいること 
   a）境界を相対化する「あやしい」者 
   b）「あやしさ」の危うさ 
   c）連帯と誇り 
５．展望 
 ・ “小菅くんがそうだっていうこと、時々、忘れそうになる” 
 ・ みんな不安なく「あやしい」者でいられるように 


